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産
業
組
織
論
と
計
量
経
済
学
を
研
究
分
野
と
し
て
い
ま
す
。
３
年
生
は
19
名
、
４
年
生
は
16
名
。
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー

ス
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
競
争
政
策
を
テ
ー
マ
と
す
る
イ
ン
ゼ
ミ
が
特
徴
で
す
。

久く

保ぼ

研け
ん

介す
け  

商
学
部　

准
教
授

　

久
保
研
究
会
で
は
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
を
経
済
学

的
な
頭
で
考
え
、手
を
動
か
し
て
分
析
す
る
﹂

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
産
業
組
織
論
を
中
心
と
す

る
応
用
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
産
業
組
織
論
と
は
、
企
業
の
行
動
を

理
論
的
に
説
明
し
た
り
、
市
場
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
象
を
理
解
し
た
り
す
る
た
め
の

学
問
で
あ
り
、
政
府
に
よ
る
政
策
立
案
や
法

執
行
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
政
府
が
企
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

政
策
変
更
を
行
う
際
は
、
産
業
組
織
論
の
考

え
方
に
基
づ
い
て
社
会
へ
の
影
響
が
評
価
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
競
争
政
策
に
基
づ

い
て
企
業
の
行
動
を
規
制
す
る
と
い
っ
た
場

合
も
、
産
業
組
織
論
の
考
え
方
や
分
析
手
法

が
用
い
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
や
金
融
機
関
の
ア
ナ
リ
ス
ト
が
行
う
産

業
分
析
に
お
い
て
も
産
業
組
織
論
の
手
法
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
は
、
三
田
祭
論
文
と

卒
業
論
文
の
執
筆
に
加
え
、
時
事
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
経
済
学
的
観
点
か

ら
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
競

争
政
策
上
の
問
題
を
題
材
に
し
た
他
大
学
と

の
イ
ン
ゼ
ミ
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
﹁
ア
プ
リ
ス
ト
ア
手
数
料
問
題
﹂

﹁
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
買
収
﹂
お
よ
び
﹁
デ
ジ
タ
ル
広
告
市
場
に

お
け
る
独
占
﹂
を
取
り
上
げ
、
３
つ
の
ゼ
ミ

間
で
発
表
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

学
内
の
ゼ
ミ
と
合
同
で
三
田
祭
論
文
・
卒
論

を
発
表
す
る
学
会
形
式
の
イ
ン
ゼ
ミ
に
も
参

加
し
、
研
究
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
社
会
の
仕
組
み

を
学
ぶ
一
方
で
、
ス
キ
ル
の
習
得
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
特
に
サ
ブ
ゼ
ミ
で
は
、
統

計
分
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
用
方
法
を
上
級

生
が
３
年
生
に
教
え
る
と
い
う
方
式
を
こ
こ

数
年
採
用
し
て
き
ま
し
た
。
２
年
前
か
ら
使

用
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
使
い
方
に
関
し
て
は
、
私
の
方
が
ゼ

ミ
生
か
ら
教
わ
る
こ
と
が
多
く
、
半
学
半
教

と
は
こ
う
い
う
こ
と
か
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
ゼ
ミ
で
の
学
習
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
る
目
が
養
わ
れ
る
と
同
時

に
、
分
析
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　久保ゼミでは、企業間の競争や市場の構造についてデータに基
づいて考察する実証産業組織論を学びます。産業組織論の特徴の
一つは企業や消費者の行動をシンプルな変数の連関によって説明
できることです。経済現象の本質を単純な原理に落とし込むこと
で、経済の全体像が俯瞰でき、反実仮想に基づく政策の分析等が
可能となります。
　久保ゼミでの学びはあらゆる面で私の糧になっています。仮定
を置いて事象を単純化する経済学の考え方はさまざまな問題の解
決において役立っています。また、モデルを検証するツールとし
て学んだプログラミングの知識は、インターン先でのデータ分析
業務に活かされています。

現実の問題解決に役立つ考え方を学ぶ
難
なん

波
ば

慶
よし

成
なり

君　商学部４年

ビジネスを経済学的な頭で考える
半教半学
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環
境
情
報
学
部
森
将
輝
研
究
室
は
、
20
名
弱
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
実
験
・
数
理
・
臨
床
心
理
学
、
身
体
教

育
学
な
ど
の
専
門
領
域
か
ら
多
種
多
様
な
知
覚
・
認
知
現
象
の
解
明
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

森も
り

　
将ま

さ

輝き  

環
境
情
報
学
部　

専
任
講
師

　

他
者
の
視
線
方
向
や
物
体
の
光
沢
感
は
ど

の
よ
う
に
知
覚
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

見
た
情
報
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
の
情
報
が
状
況
や

個
人
に
よ
り
異
な
っ
て
認
識
さ
れ
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
問

に
関
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
実
験

心
理
学
、
数
理
心
理
学
、
臨
床
心
理
学
、
身

体
教
育
学
な
ど
の
専
門
領
域
か
ら
空
間
情
報

に
関
す
る
視
知
覚
現
象
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
数
理
モ
デ
ル
を

用
い
た
視
線
知
覚
の
解
明
、
視
覚
情
報
処

理
の
数
理
モ
デ
ル
構
成
、
精
神
・
発
達
障

害
者
に
お
け
る
質
感
知
覚
特
性
の
解
明
な
ど

で
す
。

　

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
て
い
る

研
究
会
﹁
知
覚
と
認
知
の
心
理
学
﹂
で
は
、

5
つ
の
テ
ー
マ﹁
社
会
性
﹂﹁
身
体
性
﹂﹁
質
感
﹂

﹁
空
間
﹂﹁
個
人
差
﹂
に
関
す
る
知
覚
・
認
知

現
象
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
研
究
室
メ
ン
バ

ー
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
者
に
お
け
る

対
人
関
係
や
書
字
運
動
の
困
難
さ
を
生
む
要

因
、
ベ
ロ
ア
生
地
画
像
の
高
級
感
と
画
像
統

計
量
の
関
係
、
ダ
ン
ス
の
本
質
的
な
美
し
さ

な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、
知

覚
・
認
知
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
視
覚
的

な
演
出
技
術
の
向
上
や
精
神
・
発
達
障
害
者

に
と
っ
て
生
活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
の
モ
ッ
ト
ー
は
、﹁
土
台
と
な
る
基

礎
研
究
に
徹
底
的
に
取
り
組
み
、
応
用
研
究

の
芽
を
生
み
出
す
﹂
で
す
。
具
体
的
に
は
、

実
験
心
理
学
的
・
数
理
心
理
学
的
に
知
覚
・

認
知
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
究
し
、
臨
床

心
理
学
・
身
体
教
育
学
分
野
の
発
展
に
も
波

及
す
る
よ
う
な
研
究
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

視
覚
科
学
は
、
心
理
学
、
工
学
、
数
学
、

神
経
科
学
な
ど
に
ま
た
が
る
学
際
性
に
富
ん

だ
研
究
領
域
で
す
。
そ
こ
で
、
塾
内
外
の
研

究
者
と
異
分
野
連
携
・
共
同
し
な
が
ら
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
室
メ

ン
バ
ー
内
で
も
互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら
研

究
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。﹁
半
学
半
教
﹂
に

根
を
下
ろ
し
た
協
力
の
輪
に
感
謝
し
な
が
ら
、

今
後
も
視
覚
に
ま
つ
わ
る
心
身
の
本
質
を
紐

解
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　研究室の扉を開けると、大抵いつも誰かがユニークな心理実験
に取り組んでいます。1年生から大学院生まで、文理問わず多様
なバックグラウンドを持つ学生が所属しているのが森将輝研究室
の特徴の一つです。そこでは、ユニークな研究アイデアが日々活
発に、和気あいあいと議論されています。
　私は、食の好き嫌いの個人差の研究を通して、自閉症者の方が
生きやすくなる手助けをしたいと考えています。研究を進めるに
あたり、森先生は日頃から些細なことでも相談に乗ってくださる
ので、好奇心に忠実に、自分の研究に没頭できる場がここにはあ
ります。

好奇心に忠実に、研究に没頭できる場
髙
たか

野
の

裕
ゆう

香
か

君　環境情報学部４年

視覚にまつわる心身の本質を探究する

ゼミナール・研究室紹介


